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日本の古代壁画といえば、法隆寺金堂壁画が最も重要
で貴重な遺品であったが、惜しくも火災で大きな損傷を
受けた。しかし、この偉大な仏教絵画作品とは性格を異
にする壁画を持つ高松塚古境が1972年に発見され、近
年これと極めて密綾な関連を有するもうひとつの古墳壁
画が発見された。これらの製造時期は、古代日本が政治
体制を確立しつつあった7世紀後半から8世紀前期頃の時
期に当たり、 二つの古墳の被葬者let王族あるいは中央の
有力豪族であったと推測される。また、壁画の内容につ
いては高句麗あるいは唐の墳墓壁画との関わりが論じら
れてきた。近時、高句麗古墳壁画が世界遺産に登録され、
また中国における麗代壁画墓の発見が相次ぎその研究が
めざましい今回、このような研究発表会は真に時宜に適
ったものであり、ここに発表の機会を与えられたことは
自分にとって大変光栄であり、また白本の古墳壁画を研
究ずるよに非常に有意義であり、関係諸氏に心から感謝
申し上げる。
さて、日本で壁画が描かれ始めたのは6世紀からだが、
特に唐や朝鮮三国から習得した絵画技術により7世紀後
半には高い芸術性を持った壁蘭が製作されるに至った。
その例証が奈良県内にある法隆寺金堂壁画であり、高松
塚古墳壁画であり、さらに近年発見されたキトラ古墳壁
画である。法隆寺金堂壁画は惜しくも1949年に火災に
より大きく損傷してしまったが、 1972年2月に高松塚古
墳壁画が発見され、キトラ古墳は1年ほど前に壁画の存
在が確認され、今年になって慎重に発掘とともに保存対
策が進められている。
高松塚古墳壁画とキトラ古境壁画は奈良県飛鳥村に、
2キロメートルの近さに所在する同形式の古墳壁画で、
製作時期も半世紀より距たることはなL、。ともに墓誌な
ど築造時期を示すような文献史料は発掘されず、どちら
が先行するかは説が分かれるが、 ともに7世紀後半から8
世紀前期頃に繍かれたと考えられている。
高松坂古績は径が20メートル弱、高さ4-5メートルあ
り、墳丘は『版築」と呼ばれる技法によって造営されてい
る。版築とは、大規模な建築物の基壇として堪え得るよ
うに、粘土と砂質の混ざった土を10センチ前後敷いては
これを叩き締める技法をいう。石榔は巌灰岩の切石で緯
成され、内部は奥行き2.65メートル、幅103.5センチ、
高さ113.4センチある。一方、キトラ古境1志向規模の円
墳で、石榔の内法It奥行きが2.4メートル、幅1.04メー
トル、高さ1.13メートルで高松壊古墳と極めて近いが、
高松塚と異なって側壁から天井にかけて緩やかなアーチ
をなしている。
両壁画は画題内容も共通するところが多く、ともに天
井に天文図、側壁四方に四神図を表している。相違点は、
高松塚古墳壁画にはこの他に男女の群像が描かれている
がキトラ古墳壁画には人物図はなく、そのかわりに後者
では前者にない十二支像が表されていることである。
さて、両古墳壁画の主題!ま、もちろん共通する画題、
すなわち天井の天文図と側壁の四神及び日月像である。
四神は天文図中に表されている二十八宿と密接な関連が
あり、二十八宿を四方に七宿ずつグループ分けし、それ
ぞれを四神に充てているのである。四神は方位を守護す
るという以前に、四方の星宿を象徴している存在である。
したがって、天井の天文図と日月像及び四神は、天体を
表現しているわけであり、それは宇宙あるいは世界の運
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行とその統治を主題としているのであり、そのような主
題で飾る墓室の被葬者はそれなりの身分の人物であろう
と考えられているのである。
中国や高句麗の墓壁でも古くから天体が天井や側壁を
飾ってきたが、十二支が明確に織かれた例はない。中国
では、例えば北斉時代の婁叡墓(五七0)等に獣頭人身像
が措かれているが、描かれた位置や全体の種額を見ると、
これを十二支と見なせるか否か速断しがたい。明らかに
十二支を造形化した遺品は晴代以降に現れる。情唐期
{六世紀から八世紀)に中国墓においてはむしろ、+三支
は墓碑に動物の姿で線刻されることが多いが、獣頭人身
像も塑像あるいは陶像のように立体で表す併がしばしば
見出される。一方、後述するように、事事国では統一新報
時代(八世紀から九世紀)の境墓周囲に獣頭人身の十二支
像石彫を廻らせる例がある。
境基以外で四神と十二支を組み合わせる様成を採る例
として、中国の鏡が犠げられる。既に後漢時代から方格
競矩四神鏡の中に+二支の字を有するものが現れる。十
二支を動物の姿で袋す晴代の遺品がリー トベルク美術館
(スイス)等に所蔵されており、初唐期の遺品が中国・映
西歴史1事物館に所蔵されている。アメリカ歴史博物館
(米国ニ aーヨーク)蔵四神十二支鏡は五重の同心円に
内側から四神、十二支獣、八卦、二十八宿、銘文帯を表
しており、特に、四神・十二支獣・=+八宿という梅成
は、まさしくキトラ古繍壁画と合致する。二十八宿は星
座で表示されるが、四神の姿はキトラ古犠像と似ておら
ず、十二支も獣形である。なお、高訟塚古境壁画四神像
と共通性が高い正倉院蔵四神十二支八卦背円鏡は日本で
製作された可能性が高いが、十二支はいずれも獣形で表
されている。
高松績におけるような侍従や侍女を表すことは、新減
公主墓や.慎太子事などの唐代墓に多く見られる。中国
あるいは高句麗とでは墓の規模が全く異なるが、キトラ
や高松塚古演では主要な締成要繁のみをコンパクトに纏
めた観がある。
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簡単に両吉積壁画の内容を紹介する。
天井の天文図は北極星を中心とする北辰とこれを囲む
二十八宿からなる。高松塚では北極五星と四輔星を中央
に表し、四方に七宿ずつ直線的に配置しているので二十
八宿は方形に近い。キトラ古犠壁画の天文図はより本格
的なものである。星座l手合計六八を数え、金箔による星
の数lま約三五O。基本的には三垣とヱ十八宿、それに高
松坂では表されなかった北斗七星を加える。内軌・赤
道・糞道・外軌を示す大円を表わすが、黄道が南北中心
穏に対して東西逆転している。星詣1手中国や高句麗の墳
墓に先行例が多くあり、本格的な天文図として章懐太子
墓に妃の房氏を合努した際(711年)に織かれたと見られ
る後室天弁が報告されているが策傷が多く、キトラ古墳
天井面は最も古い例のーっとして貴重である。
キトラ古境石室内の天井と側壁の聞は折り上げ天井風
に斜面があり、この東西扇にそれぞれ日像と月像が表さ
れている。高松塚古墳でも東西側壁中央上部に問機の日
月像が表されているが、これらは水平線を重ねた雲海の
上方に円盤を表し、日像は金盤、月像は銀盤とし、おそ
らく円内に三足烏や月兎あるいは嶋蛤を表していた。水
平線の聞からは数段の突起を鏑いて遠山を表している。
これらの表現は唐代薗の膨曹と見られる。
四神は東方に膏音量、南方に朱雀、西方に白虎、北方に
玄武をそれぞれ中央に表している。高松塚古墳では南方
壁画を失っており、キトラ古墳では脊竜の身体部が泥流
によって隠されている。玄武は両壁画で酷似し、白虎も
向きが反対ではあるが図像はほぼ問機である。
白虎や膏竜1手、中国北朝墓あるいは高句麗古境に表さ
れたものよりも、中国南朝の遺品に近似していると思わ
れる。例えば、江藤省丹陽市建山金家村墓出土の画像砲
に表された白虎像(南京博物館)は、南斉(五世紀後半)の
遺品とされるが、S字形に曲げる長い首の上に載った頭
部を見ると、眼といい易といい、小さめの耳と顎端から
後方に脚く虜まで酷似している。さらに、踏ん張る前肢
の反り返る形状、両肩部に蕨手状の飾りから派生する羽
毛、身体部の腹と背の療機等まで、形状をよく合致させ
ていることが認められよう。このような特徴は、百済宋
山里墓壁の白虎像にも共通しているように思われ、とす
ればキトラ古墳像の図像の伝来経路を考える上で興味漂
L、。
キトラ古績の朱雀像は、冠羽と耳のような羽、翼の雨
覆の形状、教条の畏い尾羽などが特徴である。高句麗の
双犠坂後室の朱雀像l率、尾羽や腿部の羽毛における斑点
機織がキトラ古繍像に近い。また、江西中墓に描かれて
いる朱雀像は雨覆の形や肉垂が近似している。しかし、
キトラ省境像に認められるr王手J(飾り羽?)の類例は、管
見では高句麗古墳壁画中に見出せないが、中国唐代の節
懲JIEMIN太子甚壁画等の霊鳥に見出すことが出来る。
玄武l手、亀とこれに巻き付く蛇が大きな一つの環をな
す造形的な特徴があり、蛇lま一巻きであ手。神獣的な表
現lま少なく 、唐代美術の彫嘗を受けた正倉院宝物中にお
ける玄武もしくは亀の姿に共通するところが多い。
四神や日月像の表現は中国南朝から唐に至る造形の影
響が指摘されるが、キトラ古墳壁画の方が古風である。
キトラの四神では白虎が北向きに捕かれており、このよ
うな例は麿鏡等では殆ど見いだせないが、正倉院蔵四神
十二支鏡と共通する。この鏡における青竜 ・白虎はとも
に尾を後厳の下をくぐらせてから立たせているが、この
点は高松坂古場およびキトラ古墳におけるものと共通し
ており、鏡自体も日本製と考えられている。
高松塚古境壁画の人物像は、7世紀後半期の藤原京出
土木簡落書きや、中宮寺蔵天寿国繊帳に類似例があり、
同時代の日本人風俗を伝えると考えられるが、その表現
には唐代絵画の~.が強く 、 私見では8世紀に入ってか
らの作である。例えIct、E腹壁男性の横顔など唐代の7世
紀末から8世紀初期頃の裏壁画に類し、西壁女子の裳に
織かれた横向きの績の表現1ま、唐の童女IJiong墓や醇*
XulJing墓の石刻画に認められる。ただし、高松塚古繍
人物の服装(;t唐墓壁画に見られるものと異なり、むしろ
高句麗古境壁画に連なるものである。
キトラ古墳壁画の十二支像では寅像のみが完全な姿を
確認できるが、その姿は虎の頭部を持った人物表現であ
り、唐代の墓誌におけるような動物表現とは異なる。ま
た、情唐の事から発見されているような文官風ではなく
手に鉾のような武器を持っている。この点は、韓国慶州
の墓陵周囲に廻らされた浮彫十二支将像に近いが、それ
らは8世紀半ば以降とされている。
以上、画題の内容とその表現機式から見ると、キトラ
古績は十二支の存在から、高松犠古墳は男女群像の表現
から、それぞれ朝鮮半島では高句麗古績から統一新羅王
朝に至る問、中国では初麿から盛唐前期のころに対応す
ると思われる。これまで、高松塚古演壁画については高
句麗古墳あるいは唐代墓の壁画からの影響関係が喧しく
論じられてきたが、8世紀初頭頃には朝鮮半島からのみ
でなく直簸中国から文物が輸入されており、複合的に考
察されるべきであろう。
最後に絵画技法について触れておく。
両古繍共に、灘灰岩の表面に炭酸カルシウム(石灰)を
簿〈塗って下地とし、下図を写してから着彩している。
キトラ古境では下図を壁面に当てて、上から先の尖った
箆か角筆のようなもので線をなぞって下地に写したこと
が分かっている。これは法隆寺金堂壁画において用いら
れた技法であるが、高松塚古墳壁画ではそのような刻線
が見いだされていない。と1まいえ、中国唐代の永署長公主
墓に認められるようなラフなデッサンを重ねた下錨織の
ようなものも見られず、やはり予め用意した下図をなん
らかの方法で写し取ったものと思われる。また、高松塚
古繍壁画の方のみ、炭酸カルシウムの他に鉛分が検知さ
れ、絵画部分ほどその数値が高いので、下地として鉛白
を塗っていたことが推測される。
白色下地のよに図柄を淡墨線で象り、その上に彩色し、
最後にやや濃い畢線で仕上げるのが原則である。天井の
星l手金箔を貼り、朱線でつないで星座を形作る。キトラ
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iS境の場合はコンパスを用いて円を描いており、高松塚
古境では定規を用いて直線を引いている。
高松塚古犠壁画の場合、織と育は(孔雀石と藍銅鉱一
泊基性炭酸銅)、 黄色は酸化鉄、赤は硫化水銀ともう1種
類などで、金と銀も使用されている。近時、膏にラピス
ラズリが使用された可能性が示唆されたが、その論拠に
疑問が出されてもいる。キトラ古墳壁画でもほぼ問機と
思われるが、未だ顔料検査は実施されていない。
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